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道路脇に積まれた災害廃棄物
（令和2年7月豪雨）

The New York Times  
https://www.nytimes.com/2022/08/28/world/asia/Pakistan-flood.html



観点
気候要素の

変化
社会・自然への影響 廃棄物・リサイクル分野への影響

災害の頻
発化、激
甚化

大雨の増加
・河川洪水の増加
・高強度の降雨による内水氾濫の増加

・水害ゴミの発生、散乱
・洪水による汚染被害(埋立地浸出液等)の拡大

無降水日の増加 ・渇水リスクの増加 ・施設管理に必要な水利用可能量の減少

台風・強風の変化
・建物・施設への直接的被害
・インフラ・ライフラインへの影響

・プラスチックパイプ、排水管等の屋外施設・
備品の寿命低下

・施設の電力・ICT系統や交通の途絶

経済産業
構造の変
化

気温上昇
・河川洪水の増加
・高強度の降雨による内水氾濫の増加

・施設に搬入される廃棄物の質・量の変化
・施設の冷房コストの増加

海面上昇
・沿岸域の浸水・浸食リスクの増加
・高潮リスクの増加

・沿岸域の埋立処分場への海水流入リスクの増
加

台風・強風の変化 ・保険業への影響 ・災害保険の保険金額、補償内容の変化

環境生態
系の変化

気温上昇
・熱ストレスの増加
・病害虫の生息域の拡大

・屋外作業員の熱中症リスク増加
・悪臭の発生
・衛生害虫獣の分布拡大

水温上昇
・病原体活発化による感染症リスクの増
加

・施設管理に必要な水利用可能量の減少

気候変動の社会・自然/廃棄物分野への影響 2



気候変動に対して我々が取り得る行動

１．緩和策(ミチゲーション)

２．適応策(アダプテーション)
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気候変動による害虫の生息域の拡大や感染症

リスクの増加は適応策の重要な一部



A-PLATにおける自治体の気候変動適応計画
4

https://adaptation-platform.nies.go.jp/local/measures/business_support.html
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環境省

6



北米におけるマダニ媒介性感染症例の増加 7
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マダニの宿主動物の生息域の拡大

■1978年のみ確認
■1978年と2003年共に確認
■2003年に新たに確認
■2011年に新たに確認
■2014年に新たに確認

拡大の要因

・ハンターの減少・高齢化

・積雪量の減少

・耕作放棄地の拡大

etc

ニホンシカ イノシシ
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マダニ感染が過去最多ペース 北日本に分布拡大、予防を 9

日本経済新聞 9/5 朝刊から

日本農業新聞 7/14



ヒトスジシマカの生息域の拡大

国立感染研 澤辺先生ら

軽井沢

会津若松

100 Km

酒田

本荘

東京

仙台
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山形

秋田
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新庄

石巻

横手

白河

気仙沼

八峰

～1950年

盛岡 (2009～)

花巻 (2007～）

宮古 (2007)

大槌 (2011～)

2000年

2010年

未確認地

確認地

大館 (2014)

2015年、青森県内で初めて

ヒトスジシマカの侵入が確認された！

青森市に定着

2015年、青森県内で初めて

ヒトスジシマカの侵入が確認された！

青森市に定着
青森

(2015～)

八戸 (2015)
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デング熱、アジアで猛威
バングラ、死者1000人超 異常気象で蚊が繁殖
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日本経済新聞 11/15 朝刊から



デング熱媒介蚊の一種ヒトスジシマカは、もと
もとアジアに生息していた種類で、古タイヤの
輸出により、アジアから世界に広がったと考え
られている。

12



デング熱ベクター
主要2種

ヒトスジシマカ
Aedes

albopictus

ネッタイシマカ
Aedes aegypti
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ｳｴｽﾄﾅｲﾙ熱

ｼﾞｶｳｲﾙｽ感染症

ﾁｸﾝｸﾞﾆｱ熱

デング熱

日本脳炎

マラリア

日本における蚊媒介性感染症症例数の変化



気候変動による感染症の脅威の増大

「気温の上昇や干ばつ、洪水などが増加し、ウイルスや菌を持つ生物
の移動範囲が広がり、人と接触する機会が増加する。」

科学誌nature（12 August 2022）

感染症の6割に当たる218種で、気候変動に起因する患者の増加や
重症化が起きている。
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環境省
（事務局）
環境省

（事務局）

自治体自治体

要請

➢ 災害廃棄物処理実行計画の策定等に対
する技術支援

➢ 災害廃棄物の広域処理の実施スキーム
の構築、処理施設での受入れ調整 等

➢ 災害廃棄物処理実行計画の策定等に対
する技術支援

➢ 災害廃棄物の広域処理の実施スキーム
の構築、処理施設での受入れ調整 等

復旧・復興対応
支援

復旧・復興対応
支援

活動支援活動支援

要請

D.Waste-Net

地域ブロック協議会地域ブロック協議会

協力
要請

地方環境事務所

➢ 一次仮置場の確保・管理運営、処理困難物
対応等に関する現地支援

➢ し尿や生活ごみ、避難所ごみ、片付けごみ
等の収集・運搬、処理に関する現地支援 等

➢ 一次仮置場の確保・管理運営、処理困難物
対応等に関する現地支援

➢ し尿や生活ごみ、避難所ごみ、片付けごみ
等の収集・運搬、処理に関する現地支援 等

初動・応急対応
支援

初動・応急対応
支援

災害廃棄物処理支援ネットワーク（D.Waste-Net）の災害時の支援の仕組み16
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D.Waste-Netによる当センターの取り組み



災害廃棄物の発生

常総市（2015）
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熊本県益城町（2016）

倉敷市（2018） 茨城県大子町（2019）



19災害時廃棄物からの衛生害虫発生に
対する環境省の通知（2023年）

発出日
(2023
年)

発出先

5/8 石川県

6/5 茨城県、千葉県、埼玉県、東
京都、神奈川県、静岡県、岐
阜県、愛知県、三重県、大阪
府、奈良県、和歌山県

7/3 山口県

7/10 福岡県、大分県、佐賀県、長
崎県、広島県、島根県

7/18 秋田県（梅雨前線）

9/11 福島・茨城・千葉県（台風
13号）



20自然災害時に発生が予想される
主な衛生害虫等及び考えられる発生源

発生源 種類 備考

がれき ハエ類、コバエ類、ネズミ類
生ゴミ、動物死体などが混入してい
る場合には発生数増加

ヘドロ
ハヤトビバエ、ノミバエ類、
チョウバエ類

塩水が混入していても発生の可能性
あり乾燥状態であれば発生しない

水溜り、湿地、
放置水田

蚊類、チョウバエ類、ユスリカ類 塩水でも発生する可能性あり

魚介類、海藻、
動物死体・糞

キンバエ類、クロバエ類、
ニクバエ類、ハマベバエ、
コバエ類、ドブネズミ

塩分濃度が高くても発生する。
放置された魚介類はドブネズミの餌
となる。

屋内
（人体寄生）

アタマジラミ、コロモジラミ、
ヒゼンダニ

避難所等での発生

屋内
（人吸血性）

トコジラミ、ネコノミ 避難所等での発生

その他
（屋外発生）

ハチ類、ドクガ類、マダニ類、
ツツガムシ類、ネズミ類など

クマネズミは建物内にも侵入・定着
するおそれあり・



1. 大規模災害時に発生が予想される衛生害虫等(屋外)

がれき置場： ヘドロ：

魚介類、動物死体等： 水溜り、放置水田：

21



1. 大規模災害時に発生が予想される衛生害虫等(屋外)

がれき置場：
・ハエ類
・コバエ類
・ネズミ類

ヘドロ：
・ハヤトビバエ類(フンコバエ)
・ノミバエ類
・チョウバエ類

魚介類、動物死体等：
・キンバエ類
・クロバエ類
・チョウバエ類
・ニクバエ類
・ハマベバエ
・コバエ類
・ドブネズミ

水溜り、放置水田：
・蚊類
・ユスリカ類
・チョウバエ類

クロバエ類

ハヤトビバエ類

カ類

22



2. 発生場所別の対応

災害廃棄物置場 浄化槽や放置水田等の水域

避難所避難のため不在となった住宅

23



2. 発生場所別の対応

災害廃棄物置場 浄化槽や放置水田等の水域

避難所避難のため不在となった住宅

・クマネズミ

ハエ類 カ類

トコジラミ アタマジラミ
クマネズミ

24



人間と感染症の長い歴史
紀元前 ・アテナイでペスト、天然痘、発疹チフスの記録

１４世紀 ・1320〜 中国でペスト大流行（全世界で
8,500万人が死亡）

16〜17世紀 ・中国華北 ペストにより1,000万人が死亡

１８世紀 ・ヨーロッパ 天然痘により5,000万人が死亡
・ジェンナーによる種痘の試み

１９世紀 ・中国南部 ペストの流行
・パスツール 狂犬病ワクチン作製
・北里柴三郎 腺ペスト菌の発見

２０世紀 ・天然痘により多数の死亡
・ウイルス研究の進歩（ポリオ、麻疹ワクチンの
開発）

・米国 エイズ流行
・新興・再興感染症の出現

25



1918年～1921年 インフルエンザ・パンデミック
（スペイン風邪）

１．流行の始まり 1918年3月 アメリカ・カンザス州

２．世界的な大流行 アメリカの第一次世界大戦の参戦（舞台はヨーロッパ）
1918年4月～6月 ヨーロッパでの大流行
続いて、アフリカ、アジア、南米まで拡がり、
世界規模のパンデミックになる

３．日本での感染と終息

①第一波
②第二波
③第三波

患者数 2,117万人（総人口の37%）死者25万7千人
患者数 241万人 死者12万8千人
患者数 22万人 死者3,700人

４．対 策 内務省 1921年1月「流行性感冒の予防要綱」
・マスクの着用 ・用談事の距離の確保
・集会の見合わせ ・予防接種の勧め

＜参考＞クリミア戦争
（1853年～1856年）

戦場での死者よりも疫病の流行と医療体制の不備によよる死
者が多かった。
ナインチンゲールの活躍と公衆衛生への注目

⇒国際赤十字の設立

26



COVID-19発生から感染症法5類移行までの動き

2019年（令和元年）

12月31日 中国武漢市衛生当局の発表

2020年（令和2年）

1月30日 WHO緊急事態宣言

3月24日 オリンピック延期決定

4月7日 ７都府県に緊急事態宣言発令

4月16日 緊急事態宣言全国に拡大

12月28日 外国人新規入国 全世界対象に停止

2021年（令和3年）

1月7日 1都3県に緊急事態宣言

2月17日 ワクチン先行接種（医療従事者等）

4月23日 3回目の緊急事態宣言（東京・大阪・兵庫・京都）

7月9日 東京都に4回目緊急事態宣言

2022年（令和4年）

1月22日 国内新規感染者初の5万人/日超え

2月26日 米CDC 感染拡大落ち着いた地域でのマスク着用不要の新指針

5月23日 屋外会話なしの場合、マスク不要の方針

2023年（令和5年）

5月8日 新型コロナ感染症 感染症法の5類感染症に移行

27



志賀 潔

(1871-1957)
赤痢菌の発見など

北里柴三郎

(1853ｰ1931)

ペスト菌の発見など

野口英世

(1876ｰ1928)

梅毒スピロヘータ
の発見など

大村 智

(1935- )

微生物が生産する天然有機
化合物による感染症治療薬
の発見など

感染症対策に貢献した日本人
28



主な伝染病による死亡者数の推移

29出典：厚生労働省(旧厚生省)伝染病統計より作成

汚
物
掃
除
法
制
定

清
掃
法
制
定



昭和30年代に展開された蚊とハエのいない生活実践運動

地区組織の指導者を対象に各地で講習会を開催町内に設置された立て看板

ある公衆衛生モデル地区 全国環境衛生大会は地区組織の指導者が集まる

日本の衛生害虫（新思潮社発行）より

30



当時の生活の様子①

満杯のごみ箱の脇で屋台の
おやつを食べる子どもたち

街中の道路に捨てられたごみ

出典：日本環境衛生協会（現日本環境衛生センター）
映画『ゴミと生活』 昭和35年制作
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当時の生活の様子②

空き地にあふれるごみの山
川にごみを投げ捨てる人

出典：日本環境衛生協会（現日本環境衛生センター）
映画『ゴミと生活』 昭和35年制作
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当時の生活の様子③

売り場のごみを捨てる人
荷車からトラックへ
ごみを積替える様子

出典：日本環境衛生協会（現日本環境衛生センター）
映画『ゴミと生活』 昭和35年制作
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昭和40年代の東京ごみ戦争を伝えるネット記事

東京都二十三区清掃一部事務組合ホームページより

34



© XXX Inc. All Rights Reserved.

令和4年度感染症等に対する
強靭で持続可能な廃棄物処理体制の構築支援業務

35
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動物由来感染症の伝播

出典：動物由来感染症ハンドブック2016 （厚生労働省）

36



地球温暖化 環境汚染

侵入生物 土地開発

遺伝子
の変異

生物多様性
の減少

媒介動物
（蚊・マダニなど）

人類病原体 感染症

中間宿主
（野生動物）

変動する
生態系

公衆衛生の向
上・アレルギー

の増大

37



外来生物法の概要(１)

◆目的
特定外来生物の飼養、輸入等について必要な規制を行うと
ともに、野外等に存する特定外来生物の防除を行うこと等
により、特定外来生物による生態系、人の生命若しくは身
体又は農林水産業に係る被害を防止する。

◆特定外来生物
生態系等に係る被害を及ぼし、又は及ぼすおそれのある外
来生物を政令で指定（159種類；2023年9月）

◆未判定外来生物
生態系等に係る被害を及ぼすおそれがあるかどうか未判定
の外来生物を主務省令で指定

◆要緊急対処特定外来生物
まん延した場合には著しく重大な影響を与えるおそれがあ
るもの→ヒアリ類

38



特定外来生物
未判定外来生物

指定されない
生物

飼養、栽培、保管又は運搬は、
主務大臣の許可を受けた場合（学
術研究等の目的で適正に管理する
施設等を有する）等を除き、禁止
輸入は、許可を受けて場合を除
き、禁止
個体識別措置等を講じる義務
野外への放出等は、主務大臣の
許可を受けた場合（防除に資する
学術研究の目的で基準を満たす）
等を除き、禁止

特定外来生物の飼
養・輸入等の規制

輸入者に届出義務
判定が終わるまで
の一定期間輸入を
制限

未判定外来生物の
輸入の制限

規制なし

主務大臣
の判定

被害を及ぼす
おそれありり

被害を及ぼす
おそれなしり

39
外来生物法の概要(２)



ヒアリと外来生物法の改正

2023年外来生物法改正(2023.4.1.施行)によるヒアリ類の取扱いの変化

40



外来生物法の概要(３)

◆防除
野外における特定外来生物について国のほか地方公共団体
等の参加により防除を促進する。

◆輸入品等の検査等
特定外来生物が付着・混入している輸入品等を検査し、必
要に応じ消毒・廃棄を命ずる。

◆その他、輸入時に特定外来生物を確認する証明書の添付、
調査、普及啓発、罰則等を規定。

ヒアリ
セアカゴケグモ
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外来性アリ同定研修会の開催 雑誌「生活と環境」での啓発活動

外来生物に関する取り組み

ヒアリ類の調査支援 トラップに捕獲されたアリ等の同定
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43環境省ヒアリ対策普及啓発業務 (R5年度事業)

座学（外来生物法や最新技術の共有等） 現地実習（実際のコンテナの状況確認等）

現地担当者向け講習会

ヒアリ対策のための優良事例支援業務

日本向けコンテナへの
エアゾール製剤の処理

日本向けカートンへの
ワサビシートの処理
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調査用ベイト（スナック菓子）
に集まったヒアリ



ヒアリ類対処指針冊子より）

→2023.9月末時点
18都道府県109事例

→2023.7月末時点
22都府県126事例
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46

2023年総会 成果の１つ
「侵略的外来種とその管理に関するテーマ別評価」の概要

・ 侵略的外来種は世界で3,500種以上が記録され、人間に健
 康に対する大きな脅威となっている。

・ 外来種の侵入による全世界の年間経済的コストは4,230億
米ドルを超える。

・ 世界的に侵略的外来種とその影響は急速に増加している。

・ 侵略的外来種とその悪影響に対しては、侵入予防及び早期
対応の体制整備で予防・軽減が可能である。

・ 外来種の侵入管理は、国際的・地域的メカニズム間の調整
と協力の強化、国家実施戦略の策定、多様な関係主体やセ
クターの参画推進により達成可能である。

IPBES
生物多様性及び生態系サービスに関する

政府間科学-政策プラットフォーム 



日本産業廃棄物処理振興センターHPより

ゴミに起因する公害・衛生問題（海外）

煙害

水質悪化

悪臭

害虫発生 スラム化・治安悪化

感染症発生
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ご清聴ありがとうございました。

一般財団法人 日本環境衛生センター
東日本支局 環境生物・住環境部
URL: http://www.jesc.or.jp/
電話(044)288-4878
E-mail: seibutsu@jesc.or.jp
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